
講 演 

「『学校教育金沢モデル』における学力向上への

プロセスと成果について」 

講師  北陸大学 未来創造学部教授 

      石 原 多賀子 さん 
プロフィール 
北陸大学教養部助教授（金沢市教育委員）から、平成３年４月、金沢市教育委 

員会教育長に就任。「女性、４０代、民間（私立大学教員）出身」という珍しい

経歴の教育長ということで注目された。１７年間半務め平成２０年９月任期満

了で退任。この間、中央教育審議会専門委員会委員、教育改革国民会議（総理

大臣私的諮問機関）、これからの教育を考える懇談会委員（文部科学大臣私的諮

問機関）、文科省独立行政評価委員会教員研修センター部会会長等を務めるとと

もに、全国都市教育長協議会会長、中核市教育長会会長等全国の教育団体の会

長を務められた。 
石川県市町村教育長会の会長を１７年間半務め、石川県教育委員会の学力向

上推進会議委員や国立大学法人金沢大学経営協議会委員等、小学校から大学ま

での地元の教育関係の多様な仕事に係わられた。    
金沢市の教育改革に力を注がれ、現状を＜実証的に把握＞すること、＜チャ

レンジ・継続・公開＞をキーワードに、約１０年間の試行・準備を経て、「学校

教育金沢モデル」を確立。金沢の文化・風土を踏まえながら、グローバル時代

に生きる子供たちに必要な「確かな高い学力」と「ふるさとの文化への関心」

を育くむことに力を注がれた。 
全国自治体で初めて全小学校に英語活動を導入（平成８年）、その成果を踏ま

えて、｢英語特区｣を申請し、平成１６年国から認められた。 
 こどもの教育には「家庭・地域・学校・企業・行政」の５者がそれぞれの役

割と責任を果たし、主体的に子どもの育成に関わることが大切との切実な思い

から「金沢こども条例―こどもの幸せと健やかな成長を図るための社会の役割

に関する条例」を制定（平成１３年）し、具体的に実践をするため「金沢こど

もを育む行動計画」を策定、毎年度検証をされている。 




































































































































































